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本研究では， 生涯にわたって音楽を希求 し， 愛好する心を育て る音楽教育のあ り 方につ
いて考察する。 そのために， 日 常生活の中で、最も身近に行ってい る 「鑑賞J と 最 も 自 己の
オ リ ジナ リ テ ィ ーを表現 しやすい 「作曲」 を題材 と して取 り 上げ， 生徒が主体的に取 り 組
む こ と ができ る授業のあ り 方を追究 した。
生徒が生漉にわたっ て主体的に音楽を愛好 してい く ためには， その前提 と な る 音楽の基
礎的な知識や技術， 経験が不可欠であ る。 「型J を理解 して こ そ， 初めて 「個性J を発揮す
る こ と ができ る と 考え る。
[キー ワ ー ド] 音楽鑑賞 ・ 作曲 音楽の授業 音楽を愛好する 基礎的な知識 ・ 技術 ・ 経験
1 問題の所在 と 方法
人は音楽 と 触れ合 う こ と で， 無意識の う ちに
自 分の心を癒 し， 自 ら活力を与えよ う と してい
る。 音楽の授業の中で， 音楽 と の出会いに関わ
る印象深い感動体験ができ る か ど う かが， 生涯
音楽を愛好 していけ る か ど う かの大き な鍵であ
る。
これま での 自 ら の授業や授業参観を通 して感
じ る こ と は， 生徒が主体であ る はずなのに， 教
師の 目 線か ら の授業が多 く ， 生徒の立場に立て
ていない授業になっ て しま っ ている と い う こ と
であ る。
授業におけ る 問題点を次の よ う に考えた。
(1) 知的理解が 中心で， 感覚的に納得 し満足す
る こ と が少ない。 (鑑賞)
音楽作品に関す る 知識を詰め込み聴かせる こ
と で， 作品 に対する理解が深ま っ た と 教師が 自
己満足 して しまいがちであ る。 知識を理解させ
よ う と する あま り 鑑賞する こ と に集中できず，
作品に関する 印象が残 ら な く な っ て しま う こ と
が多々 あ る 。
知識理解 と 鑑賞をバ ラ ンス よ く 配当する授業
時間の組み立てが重要であ る。
(2) 教師主導の授業になっ て しま いが ちである。
(作曲 ・ 鑑賞)
少ない授業時間の中で， 要領よ く 効果的な授
業 を し よ う と 意図する あま り ， すべて をお膳立
て した教師のベースの授業にな り がちである。
生徒 自 身が考えて学習する 時間的余裕や場面が
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少な く ， 目 標達成に向 けて， あ る いは結論を導
く こ と に向かっ て急いで しま いがちである。
計画的に生徒が じっ く り 考え られる よ う な時
間的な余裕を も て る よ う に組み立て る必要があ
る。
(3) 上手にでき る こ と を求め， 技術指導に偏 り
がちである。 (作曲)
具体的には， 歌曲の作詞作曲をさせて い る が，
最初か ら 一般的に上手だ と いわれる旋律の作 り
方を強 く 指導 して し ま いがちである。
既存の作品の型を一通 り 教えた上で， I歌いや
すむ と か 「 自 然な流れの中にポイ ン ト を 1 つ
お く 」 な どのテ ク ニ ッ ク は， 生徒の創作過程を
見守 り 失敗を体験させなが ら ， 必要 と する と き
に タ イ ミ ングよ く 与えてい く こ と が大切である。
(4) I音楽を教え る こ と 」 と 「音楽で教え る こ
と j のバラ ンス が悪 く な り が ちである。 (作曲 ・
鑑賞)
音楽を教え る こ と ばか り が多 く な っ て しま う 。
芸術音楽が教科科 目 と して存在する理由の大き
い部分を下記の内容が 占めてい る と 考え られる。
音楽で教え る こ と の内容の例
① 調和する こ と のすばら しさ (個ではない全
体の姿)
② 時代背景やも のの考え方が音楽の在 り 様 と
密接に関わっ て い る こ と
③ 「 自 己肯定感J と 「共感 し合 う 心J
上記の よ う な問題を抱えなが ら授業を行っ て
いたのだが， 以前勤務 していた高校で， I基礎的
な知識を定着させる場面j と 「生徒が 自 分で考
えて行動する場面J のバラ ンス を と り なが ら ，
作言司作曲の授業を行っ た と こ ろ， 非常に生き生
き と した活動の様子が見 られた。 教え られた基
礎に基づき つつ， 生徒は 自 分で考えた こ と が作
品作 り に直接反映する ので， と て もや り がいを
感じ 一生懸命取 り 組んで く れたのだ と 思われ
る。 「 自 由」 ではな く 「や り 方がわか り なが ら の
適度な 自 由裁量」 が よ かっ たのだ、 と 考え られる。
「音楽鑑賞J において も， 教え込むのではな く
生徒が 自 分たちで調べ， 発表する場面を取 り 入
れた。 その結果， 積極的にその活動に取 り 組も
う と する意欲が見 られた。
こ の経験か ら ， 基礎を しっ か り 踏ま えさせた
上での生徒主体の生き 生き と した授業づ く り を
考えていき たい。
2 先行研究の検討
(1) 鈴木寛 (1995) は， 音楽教育のあ り 方を 18
M L の音楽教育j と して， 次の3つの レベルが
あ る と 述べてい る 。
S Sound 音響 と 聴覚 の レベル 感覚
M M u s ical i  ty  音楽性の レベル 感性
L l ife 人間性の レベル 感受性
S や M を踏ま えて， 初めて L の レベノレに到達
す る こ と ができ る。 基礎的な知識や技能が し っ
か り 身についていない と 真に音楽を愛好する こ
と はでき ないのであ る。
(2) 鈴木寛 (1996) は， 同時に 日 本古来の 「 守
破離理論」 について， 次の よ う に述べている。
創造と は経験の再構成である。 模倣は創造の
初期段階であ り ， 対立概念ではない。 模倣 と 創
造の二律背反を超えた指導理論 と して， 守破離
理論 を提唱 したい。
(3) 小野瀬照夫 (2009) は， 新学習指導要領に
ついて， 感想、 と 展望を次の よ う に述べてい る。
音楽には理屈抜き の感動体験は不可欠である。
し か し， 音楽教育は楽譜に密着 した指導が 「生
涯にわた り 芸術を愛好する 」 ための教育と い う
点か ら 見て も必要不可欠である。 バラ ンスが大
切である。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1) 音楽鑑賞についてのア ンケー ト調査
ま ず， 実際に授業づ く り を考える上で， 生徒
の実態を把握する ために， 山形県内の公立 H 高
等学校において， 第 1 学年の音楽選択者の う ち
78 名 を対象に 「音楽鑑賞についてのア ンケー ト
調査」 を実施 した。 質問内容 と 結果は以下の よ
う であ る 。 (ア ンケー ト 調査 よ り 抜粋， 数字は人
数を表す。 )
質問1 あなた は 日 頃音楽を聴いていますか。










1組 2組 3組 4組
質問 2 聴 く こ と に何 を求めていますか。
(グラ フ 2 )
85 堕!歌詞を覚えるため
:30 
自欝! 25 圏一 日楽しみのため
傍聴明 医議20 
15 i i I I� 税モヂペーションを10 上げる。 集中カを高める。5 園iリラックスストレ。 ス発散
l組2組3組4組
質問3 音楽の授業でク ラ シッ ク 音楽を聴 く と
き ， ど う すればよ り 興味を持っ て聴 く こ と がで
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質問 4 音楽用語について， 聞 き 覚えのあ る も






ア ンケー ト調査か ら わかっ た こ と は， 次の 2 点で
ある。
￠生徒は音楽を聴 く こ と が好 き であ り ， 聴 く こ と
に よ っ て 「安 ら ぎ」 や 「モチベ}ションを上げる
こ と j を求めている。
② 「授業の 中 で ど う すればよ り 興味を持っ て聴 く
こ と ができ る か。 」 と し づ 質問に対して， ほ と ん
どの生徒が 「内容を理解 してか ら聴 く と よ い と 思
う 。 J と 答えている。
また， 音楽用語について も， 興味を持っ て耳に
している こ と がわかる。 こ の こ と か ら ， 様々 な知
識を得て音楽を も っ と 深 く 理解 したい と い う 意
欲を持っ ている こ と がわかる。
(2) 授業実践
授業実践①は、 教職専門実習Iにおいて山形
県内 A 中学校で行っ た作曲の授業実践で、ある。
(題材)ま と ま り の あ る 旋律 (AAうを作ろ う 。
時間 主な学習 内容
1 (1) リ ズム学習 (実際の リ ズム と 音符を
一致 させる。 )
(2) 既存 の 歌 曲 の 形 式 を 分析す る 。
園券AA/， A B A〆の形式が効果的だ
と 理解する。
(3) 歌いやすい音の流れについて順次
進行や同 じ こ と の繰 り 返 し な どが効果
的である こ と を理解する。
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2 (4) 4 分の 4 拍子 8 小節AA 'の
ま と ま り ある旋律を作る。
(5) 旋律 と しての美 し さ を考える。
3 (6) 作っ た旋律を演奏 し， お互いに聴き
合い， 互いに良い と こ ろ を学び合 う 。
(7) 既存の歌曲のすば ら し さ に気づ か




la'もヤーJ J I I J園 田 1-0-
(AA /の作品例)
授業実践②は， 教職専門実習 H において， 山
形県内の公立H高等学校で、行っ た音楽鑑賞の授
業実践であ る。
(題材) 時代によ る様式を理解 しなが ら， 音楽
作品を鑑賞 し よ う 。
・取 り 上げた作品
J S バ ッハ 管弦楽組曲第 2 番 (バ ロ ッ ク )
WAモーツアル ト 交響曲第 40 番 (古典派)
カ ミ ーユ ・ サ ン=サーンス 組曲 「動物の謝肉祭」
( ロ マ ン派)
-学習 した形式
古典組曲， ソナタ形式， ソナ タ ， 交響曲， 近代組
曲
時間 主な学習内容
1 グループ。 ご と に割 り 当 て ら れた作品 に
つ いて調べ， 発表の た め のパネノレを作
る。 担当 の作品を実際に聴いて， 予習 を
する。
2 J. S. バ ッハ 管弦楽組曲第 2 番
① 生徒が調べた こ と を発表する。
② 足 り ない と こ ろ を補足説明。 ス コ ア
も活用 しなが ら作品を鑑賞する。
③ 下記の内容について考え させ話 し合
う 。 (根拠のあ る言語活動の実施)
- 作品 に盛 り 込まれた風刺や皮肉 を理解
する。
- 接数の演奏を聴き 比べる。
- 作品が生まれて き た必然性を考える。




進め方は， 第 2 時 と 同 じ。
カ ミ ーユ ・ サン=サーンス 組曲 「動物
の謝肉祭J (ロ マ ン派)
進め方は， 第 2 時 と 同 じ。
ま と め (振 り 返 り 、 確認テス ト ) I 
4 考察
作曲の授業の実践については， 中学校1 年生
を対象 と して， リ ズム学習の最初か ら作品の発
表 ま で， 3 時開設定 と い う 短い時間の中で、行っ
たので， AA ‘の旋律を完成する だけで精一杯
で， 内容を き め細かく 指導する こ と はでき なか
っ た。
それで も ， 生徒に と っ ては音符を書 く と こ ろ
か ら初めての体験であ り ， 音符 と 実際の音が一
致する 楽譜 を作る こ と ができ た と い う こ と は大
変 な喜びであっ た。 最後に感想を書かせた。 そ
れに よれば， rでき た! J と い う 達成惑を述べ
ていた生徒が， 90 パーセ ン ト であ っ た。 大変良
い経験を さ せる こ と ができ た と 思 う 。 残 り 1 0
ノ号一セ ン ト の生徒は， 能力 も あ り も っ と 難易度
の高いこ と にチャ レ ンジ したい と い う 気持ちが
残っ た。
勤務校の高校では， 個人の能力 に応 じて幅を
持たせた内容に して， 能力の高い生徒にはその
能力 を最大限発揮でき る よ う に したい と 考えて
い る。 それぞれの生徒の心情を詩 と した作調作
曲に取 り 組んでいき たい。
鑑賞の授業実践では， 先行研究やア ンケー ト
調査の「作品の内容について学習 してか ら鑑賞
す る と ， よ り 興味を持っ て鑑賞でき る と 思 う 。 J
と い う 生徒の回答に基づいて， 授業の内容や進
め方を考え実施 した。 「知識を得て深く 鑑賞 し よ
う と す る j 姿勢が見られ、大変意欲的で、あっ た。
突然の グループ学習に多少戸惑っ ている様子 も
感 じ られたが， 回 を重ね る ご と に上手にでき る
よ う になっ た。 言語活動を活発にす る と い う 意
味でも， グループ学習は意味が大き い と 思われ
る。
内容についての大き な 目 標 と して， r時代J と
「形式」 を捉え る こ と を設定 した。 生徒はそれ
ぞれの特色や構造を し っ か り 理解 して く れた と
思 う 。 今回は， バ ロ ッ ク 音楽か ら ス タ ー ト した
が， 時代を捉え る と い う こ と に重き を置き ， 中
世時代の音楽か ら ス タ ー ト すれば， 楽譜の成立
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な どに触れ， も っ と 内容を深め る こ と がで き た。
ま た， 特に ロ マ ン派のサ ン=サーンス の作品で
は， 内に秘め られたメ ッセージを捉え させたい
と 思い， 生徒同士の話 し合い (言語活動) をね ら
っ たが， 途中で終わっ て しま っ た。 今後の研究
熱瞳の l つになった。
「生徒の発表」 と 「内容を学習 してか ら， 鑑
賞する 」 手立ては， 生徒の学習意欲を喚起する
のに， 大変有効で、あっ た。
5 到達点 と課題
到達点 と して次の 4 点が挙げ られる。
(1)作曲においては， 馴染みゃすいま と ま り のあ
る旋律を作る最初の段階は ク リ アでき た。
(2)オ リ ジナノレ作品 を作る こ と は生徒に と っ て，
大き な達成惑が得 られた。
(3)記譜力の育成は， 読譜力の 向上につなが り ，
様々 な作品 を楽譜を見なが ら鑑賞でき る よ う に
な っ た。
(4)グルーフ。学習 に も積極的に取 り 組む こ と が
で き た。
課題は， 次の 2 点で あ る。
(1)これま での勤務校での作曲の実践に積み上
げ， 生徒の 日 常 の生活か ら生まれた思いを大切
に した作詞作曲を実施 し， さ ら に， 根拠を持っ
て， お互いに批評 し合 う 場面を充実 さ せてい く
こ と 。
(2)音楽鑑賞について， 高校生 と して ど こ ま で楽
曲を掘 り 下げてい く のか， 内容を検討 し 教師
と して多 く の充実 した引 き 出 し を持つ よ う にカ
リ キュ ラ ム を作る こ と 。
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